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抄録  
大学生の大学図書館利用の特徴を明らかにするために，国立 2 大学の図書館を対象
に，2013 年度の入館・帯出データ全件の分析を行った。その結果，1）入館・帯出の
大部分を学部学生が占め，修士・博士と順に低下すること，2）文系の学生が理系の
学生よりも課程にかかわらず帯出していること，3）帯出図書の内容のほとんどは専
門書であるが，学部学生が娯楽書を，修士課程が実用書を多く借りていることがわか

った。   
 

 
1.はじめに 

  大学生の大学図書館の利用状況は，大学図書館
の運営ばかりでなく，IR（Institutional Research）
やラーニング・アナリティクスなど大学の教育，

研究の評価のための情報源として重要が高まっ

ている 1)。しかし，大学図書館の入館，貸出デー

タは，収集されているものの，分析はなされない

ままであったり，図書館内での単純集計に留まる

例がほとんどである。特に，個人情報保護の観点

から，研究用には提供されないことが多い。しか

し，最近，いくつかの大学では，個人情報を含む

大学保有データについて申請があれば，審査委員

会などで審議し，オプトアウトの手続きを経て，

個人を特定できないよう匿名化したデータを研

究に限定して提供することが行われ始めた 2)。今

後，こうした審査手続きの透明化によるオープン

データへの動きは，徐々に広まると考えられる。 
	 これまで行われた，大学図書館利用の分析例は，

一つの大学図書館に限られていた。しかし，上述

の手順を経ることにより，複数の大学図書館の利

用データの入手が可能となった。ここでは，二つ

の大学の図書館利用データを入手し，それぞれの

大学の図書館利用の特徴を示すとともに，大学に

共通する利用行動を明らかにする。 
 
2.調査方法  

	 調査対象は，三重大学附属図書館・医学部図書

館および九州大学附属図書館（中央および伊都図

書館）であり、その概要を表 1に示す。両図書館
から 2013年度入館・帯出データ全件を入手した。
これらは，図書館入館および帯出データに含まれ

る個人情報に対する保護の観点から，三重大学医

学系研究科研究倫理審査委員会および九州大学

図書館履歴データ提供に関する委員会での承認

を受けている。本調査では，利用者側の視点から

大学図書館の利用を分析するため，一般に使用さ

れている図書館視点の「貸出」ではなく「帯出」

という用語を用いる。 
	 同データに含まれる学部生・大学院生（正規生

のみ，留年生を除く）を抽出した結果，三重大は

入館 375,498 件，帯出 61,059 件，九大は入館
596,240件，帯出 130,127件のデータが得られた。
入館データには，学籍番号を匿名ランダム化した

IDとそれに対応する入館日時，入学年度（学年），
所属が，貸出データには，匿名化 ID，帯出日時，
入学年度（学年），所属，貸出資料の NCID，タイ

表 1. 調査対象⼤学の概要 
 三重⼤学 九州⼤学 

学部 5 学部 12 学部/プログラム 
学⽣数 6,118 名 11,844 名 

⼤学院 6 研究科 22 学府/研究院 
学⽣数 1,225 名 6,903 名 

   
  附属図書館 中央図書館 
学期中通常開館時間 8:45-21:45 8:00-22:00 
貸出上限冊数 学部学⽣ 図書 5 冊 

計 10 冊 
            雑誌 帯出不可 
貸出上限冊数 ⼤学院⽣ 図書 10 冊 

計 10 冊 
            雑誌 帯出不可 
通常貸出期間 図書 2 週間 2 週間 
       雑誌 帯出不可 1 週間 
年間開館⽇数 320 ⽇ 352 ⽇ 
年間⼊館者数 323,742 名 445,245 名 
蔵書数 941,801 冊 957,043 冊 
年間受⼊冊数 13,177 冊 9,959 冊 



トル，分類記号が含まれている。 
	 調査項目は，学部生と大学院生の 1)入館，2）帯
出，3）帯出図書である。入館および帯出に関して
は，基本的記述統計と入館・帯出率を集計・算出

した。入館・帯出率は，年度内に一度でも入館・

帯出した利用者を特定グループの全構成員数で

除したものである。 
	 帯出図書を分類によって集計し，また，利用者

単位での帯出図書の分類の集計等を行った。各利

用者の分野を所属部局によって文理に大別した

が，三重大学は人文，教育，九州大学は教育，経

済，芸術，人間環境学，人文，比較社会文化，文

学，放送大学，法学，法務を人文社会系とし，理

科系は両大学とも上記以外のその他の部局とし

ている。 

3.結果  

3.1 入館利用 
3.1.1課程と学年 
	 学年および分野別に入

館回数を整理したのが，表

2，平均入館回数と入館率
を整理したのが，表 3であ
る。両大学に共通するパタ

ーンとしては，学部学生が

大学図書館の中心的利用

者となっている点である。

総入館回数に占める割合

は，学士(三重 96.3%,九州
77.6%)，修士(3.5%,14.0%)，
博士(0.2%,8.4%)課程の順
になっている。学生総数の

多さを反映しているが，平均入館回数(表 3)を見て
も，この傾向は両大学で見られる。 
	 学年に関しては，三重大学は，学士課程の場合

には全体では 1年次が最も高く（29.6%），その後
は増減を繰り返すが，九州大学は，2 年次が最も
高く（32.3%），その後減少傾向を示している。両
大学ともに，1年次から 4年次へと学年が上がる
と同時に総入館回数は減っている点，学部学生は

4年次が最小になる点は共通している。 
	 入館率に関しては，両大学共に，学部 1年生ほ
ぼ 100%に達している点が共通している。 
3.1.2分野 
	  両大学に共通するパターンとしては，学士お
よび修士課程においては，理科系の利用者は進級

とともに入館回数が減少する点がある。三重大学
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の場合はこの傾向が顕著に表れているが，九州大

学では学士課程 2年次に最大になった後，減少傾
向が続いている。一方，人文社会系の利用者につ

いては，両大学に強い共通性は見られなかった。

三重大学の場合，1年から 3年次が同程度の割合
を示しているが，九州大学の場合は，3，4年生の
利用回数が大きな割合を示している。ただし，理

科系の利用者ほど進級とともに利用回数が減少

することはない点は共通している。 
	 平均入館回数については，学士および修士課程

において人文社会系

が理科系よりも高い

点，入館率は学部前

期においては割合が

高く分野差はない点

は共通している。 
 
3.2 帯出利用 
3.2.1 課程と学年 
	 学年および分野別

に帯出回数を整理し

たのが，表 4，平均帯
出冊数と帯出率を整

理したのが，表 5で
ある。帯出回数につ

い て も 学 部 学 生

(89.0%, 66.4%)が大
部分を占め，修士

(10.5%, 23.6%)，博士
課程(0.5%, 9.9%)順

となっている。両大学共に，平均帯出冊数は学部

学生が最も高い。帯出率についても，修士，博士

となるとともに低下する点が共通しており，三重

大はこの傾向が顕著である。帯出利用に関しても

学部生が大部分を示しているが，平均帯出冊数で

は，入館利用ほど学部学生と修士課程とでは大き

な差は見られなくなっていることも両大学で共

通している特徴である。 
	 三重大学では，学部学生は学年が上がるととも

に平均帯出冊数および帯出率は増加傾向あるい
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は同程度にあるが，九州大学では逆の傾向を示し

ている。 
	 帯出冊数および帯出率に関しては，両大学も文

高理低がほぼ全ての場合において生じているが，

九州大学では学部学生および修士課程では三重

大学ほど顕著な分野差はなかった。 
 
3.3 帯出図書 
3.3.1 帯出図書の内容 
	 附与されているNDC分類記号をもとに帯出図
書を娯楽書，実用書，専門書に分けた。小説やエ

ッセイなどを娯楽書，英語や情報科学など就職活

動や資格取得に関係する内容を実用書，それ以外

を専門書とした。所属別の結果が表 5である。 
 
表 5. 帯出書の内容による⽐較(課程別)（単位は冊数） 

三重⼤学 学部学⽣ 修⼠課程 博⼠課程 計 
娯楽書 6,467 399 21 6,887 
  12.0% 5.9% 4.9% 11.3% 
実⽤書 2,212 363 21 2,596 
  4.1% 5.4% 4.9% 4.3% 
専⾨書 45,204 5,984 388 51,576 
  83.9% 88.7% 90.2% 84.5% 
計 53,883 6,746 430 61,059 
  100% 100% 100% 100% 

     
九州⼤学 学部学⽣ 修⼠課程 博⼠課程 計 
娯楽書 4,007 858 387 5,252 
  5.0% 3,1% 2.6% 4.2% 
実⽤書 3,624 1,664 367 5,655 
  4.5% 5.9% 2.5% 4.5% 
専⾨書 72,729 26,492 14,214 113,435 
  90.5% 94.6% 95.0% 91.2% 
計 80,360 28,014 14,968 124,342 
  100% 100% 100% 100% 

 
	 大学図書館を利用する学部学生，大学院生の帯

出書の約 9割は専門書である。小説を中心とする
娯楽書の割合は，三重大学が高い。2016 年 4 月
に行ったOPACによる調査では，出版年が 2000
年から 2016 年までの三重大学の総図書冊数は，
125,138冊であり，その中で小説は5,054冊（4.0%）
だった。一方，九州大学の総図書冊数は，284,594
冊であり，その中で小説は 4,551冊（1.6%）だっ
た。量としては大きな差が無いが，蔵書に占める

小説の割合では，三重大学が大きく，このことが

影響している可能性がある。娯楽書をよく借り出

すのは学部学生であり，修士，博士となるほど，

少なくなる，また，語学や資格などの実用書の利

用は，両大学とも学部学生より修士課程の院生が

よく帯出する。 
	 両大学の学部や研究科などを，いわゆる人文社

会系と理科系とに分けて，帯出書の内容を示した

のが表 6である。娯楽書は，人文系と理科系では
大きな差はみられず，実用書は，理科系が多く帯

出する傾向がある点が共通している。三重大学で

は，実用書に関しては，人文系より理科系がよく

借り出していることが顕著である。 
 
表 6. 帯出書の内容による⽐較(分野)（単位は冊数） 

  三重⼤学 九州⼤学 
  ⼈⽂社会 理科 ⼈⽂社会 理科 
娯楽書 3,789 3,098 2,666 2,586 
  11.8% 10.7% 4.4% 4.0% 
実⽤書 1,042 1,554 2,615 3,040 
  3.3% 5.4% 4.3% 4.68 
専⾨書 27,205 24,371 55,085 58,350 
  84.9% 84.0% 91.3% 91.2% 

計 32,036 29,023 60,366 63,976 

  100% 100% 100% 100% 

 
4.結論 

	 大学によって，複数の図書館があったり，利用

者管理の方法が複雑であったりして，共通の基盤

で利用者の図書館利用を把握するのが困難な場

合がある。	

	 しかし，複数の大学図書館利用データに対し同

じ分析を行うことにより，大学図書館に共通する

利用パターンや利用指標を見いだす可能性があ

る。	
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